
■地域名       下高井郡木島平村池の平地区 

■特徴的な被害対策  簡易型電気柵を中心とする集落ぐるみ対策と安心農業の実現によ

る集落の活性化（その後） 

 
１ 地域の概要 

集落戸数 
加害鳥獣 被害農作物等 備考 

 うち農家 

１１ ７ ツキノワグマ、イノシシ 飼料用トウモロコシ、野菜  

 

２ 実施した被害対策の内容 

区 分 実施に当たって工夫等したポイント 

これまでの経過 

・ 当該農地は、山林に囲まれており以前からクマ、イノシシによる被害は甚大であ

った。 

・ 野生鳥獣被害対策チーム発足以前から関わりがあり、この間に研修用電気柵を使

った研修と、設置面積拡大に向けた検討を重ねてきた。 

・ H19 年度から集落全体を囲う形で電気柵の設置を検討してきたが、集落での合意

形成に至らず一時は頓挫しかけたが、対策チームやクマ対策員の必死の説得により

有志での取り組みとなり、H20 年度には集落の全てをほぼ囲むことができた。 

・ H21 は、住民自らが春先に柵を再度立ち上げし、メンテナンスの状況も良好だっ

たが、道路部分が閉鎖できず開いており各種の対策を行ったにもかかわらず、２頭

の侵入を許してしまった。 

被

害

対

策 

防除対策 

・ 当初の電牧機はパワー不足だったため、H21に村が買い換えて交換。 

・ H20 に突破された部分等の弱い部分の外側に、トリップライン(１段のプラス線)

を追加。H20のような電気柵の下を掘っての侵入は無くなった。 

・ 道路の開口部の侵入軽減対策として、道路に沿って電気柵を内側への折り返し

た。また、接近を感知して音と光を発する装置を試行したが、道路部分から２頭が

侵入した。 

効

果 

被害状況 
電気柵設置前に比べ格段に減少したが、道路の開口部から侵入した個体による被害

が0.7haほど発生。 

その他特記

事項 

・ 豪雪地帯であるため、電気柵を使わない時期はラインを地面に降ろし、初夏まで

に柵を立ち上げることになっているが、H21 は集落の住民自らが自発的に行ってお

り、自立した防除に向かっている。 

農家の方からの

コメント 

・ 昨年よりも被害は少なかったため助かった。設置距離が長いが無理せずなんとか

できる。 

 

３ これからの課題 

失敗した事柄 ・ 道路開口部が弱いことは当初からわかっていたが、うまい対策ができない。 

これからの課題 ・ 道路開口部の対策の検討。 

 

４ 問合せ先  

北信地区野生鳥獣被害対策チーム：北信地方事務所林務課 電話0269-23-0215 

   〃   農政課   0269-23-0209 

北信農業改良普及センター 0269-23-0221 

→詳細 

（関連） 野生鳥獣に負けない集落づくり事例集（平成２０年度版） 木島平村 池の平地区 

 

http://www.pref.nagano.jp/rinmu/shinrin/04chojyu/13_zirei/hokusinn.htm#14
http://www.pref.nagano.jp/rinmu/shinrin/04chojyu/13_zirei/hokusinn.htm#14
http://www.pref.nagano.jp/rinmu/shinrin/04chojyu/13_zirei/hokusinn.htm#14
zirei102_1.pdf
http://www.pref.nagano.jp/rinmu/shinrin/04chojyu/13_zirei/hokusinn.htm#14


【中野市日野地区 間山】 

 
 

 
電気柵の下を掘って侵入した跡 

 
外側にトリップラインで補強 

 


